
＊紙面から＊

員
補
充
選
挙
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
の
評
議
会
は
、
昨
年
に
続

き
、
完
全
現
地
参
加
の
１
日
開
催

と
し
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
ス
タ
イ

ル
に
戻
し
て
の
評
議
会
と
な
り
ま

し
た
。

年
度
前
半
の
活
動
経
過
報
告
・

上
半
期
決
算
報
告
・
会
計
監
査
報

告
が
あ
り
、
承
認
を
受
け
た
後
、

宍
戸
事
務
局
長
が
第
１
号
議
案

「
２
０
２
３
年
度
前
半
の
活
動
の

到
達
と
教
訓
、

年
度
後
半
の
重

点
と
な
る
取
り

組
み
」
に
つ
い

て
提
案
、
第
35

回
定
期
大
会
で

確
認
し
た
４
つ

の
重
点
に
沿
っ

て
、
年
度
前
半

の
経
験
と
教
訓

を
報
告
し
ま
し

た
。各

組
織
の
討

論
で
は
、
20
組

織
か
ら
発
言
が

■第51回評議会	 （１面）

■建交労トラック部会宣伝	 （２面）

■最賃ビッグアクション	 （４面）

■地域運動交流会	 （５面）

■生計費調査コーナー	 （７面）

■埼労共のページ	 （８面）

埼
労
連
は
３
月
23
日
（
土
）
、

10
時
か
ら
、
東
大
宮
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
で
第
51
回
評
議
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
16
単
産
・
23
地
域
組
織

の
評
議
員
64
人
、
幹
事
会
・
そ
の

他
傍
聴
な
ど
、
全
体
で
１
０
０
人

以
上
が
参
加
し
、
第
１
号
議
案
の

「
年
度
前
半
の
活
動
の
到
達
と
教

訓
、
後
半
の
重
点
と
な
る
と
り
く

み
」
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
、
役

議案を採択

あ
り
、
Ａ
Ｏ
Ｉ
労
連
と
郵
政
産
業

ユ
ニ
オ
ン
か
ら
、
ス
ト
ラ
イ
キ
の

実
施
と
地
域
か
ら
の
支
援
に
つ
い

て
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
は
24
春
闘
で
の

奮
闘
、
比
企
労
連
は
吉
見
町
で
の

会
計
年
度
任
用
職
員
の
組
織
化
、

所
沢
地
区
労
は
ケ
ア
ユ
ニ
オ
ン
の

組
織
化
に
向
け
た
訪
問
な
ど
の
と

り
く
み
、
草
加
八
潮
地
区
労
は
、

全
国
一
律
最
低
賃
金
を
実
現
す
る

た
め
の
草
加
市
議
会
で
の
意
見
書

採
択
ま
で
の
運
動
、
埼
労
連
女
性

部
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
と
り
く

み
の
到
達
と
各
組
織
で
の
運
動
強

化
の
訴
え
な
ど
、
議
案
を
補
強
す

る
立
場
で
の
討
論
と
な
り
ま
し

た
。

討
論
を
受
け
て
の
総
括
答
弁
で

は
、
職
場
と
地
域
の
連
携
づ
く
り

を
前
進
さ
せ
た
24
春
闘
で
の
と
り

く
み
を
さ
ら
に
広
げ
、
評
議
会
で

提
案
し
た
年
度
後
半
の
運
動
の
実

践
で
は
、
改
憲
阻
止
の
と
り
く
み

や
最
賃
闘
争
な
ど
、
中
心
と
な
る

運
動
を
組
織
強
化
・
拡
大
に
つ
な

げ
、
と
り
わ
け
労
働
組
合
の
世
代

継
承
を
進
め
て
い
く
た
め
の
「
次

世
代
対
策
」
と
、
女
性
の
活
躍
推

進
と
運
動
へ
の
参
加
は
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
共

通
認
識
と
し
、
と
り
く
み
を
前
に

す
す
め
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

役
員
補
充
選
挙
で
は
、
埼
高
教

の
小
野
知
二
さ
ん
が
副
議
長
に
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

全体で20人が発言

会
場
の
東
大
宮
コ
ミ
セ
ン

埼
労
連
第
51
回
評
議
会

（毎月 1日発行）
咲いたネット
ＵＲＬ：
http://www.saitanet.or.jp
Ｅメール：
saita@saitanet.or.jp

発　行　所
埼玉県労働組合連合会

〒 330 － 0063
埼玉県さいたま市浦和区高砂
　　　　　3-10-11 第一木村ビル  
ＴＥＬ 048 － 838 － 0771
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建
交
労
埼
玉
ト
ラ
ッ
ク
部
会
は
４
月

５
日
（
金
）
に
、
全
国
の
ト
ラ
ッ
ク
部

会
と
呼
応
し
て
、
組
織
拡
大
宣
伝
行
動

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
今
回
の
行
動
に

は
、
各
組
合
の
代
表
７
人
が
参
加
し
て

い
ま
す
。
運
輸
業
は
２
０
２
４
年
問
題

が
叫
ば
れ
る
ほ
ど
人
材
不
足
が
深
刻
な

状
況
で
、
今
回
の
宣
伝
は
そ
う
し
た
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
窮
状
と
産
業
全

体
の
労
働
環
境
の
改
善
を
求
め
て
実
施

し
ま
し
た
。

当
日
は
、
ま
ず
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
・
南

越
谷
駅
（
東
武
ス
カ
リ
ツ
リ
ー
線
・
新

越
谷
駅
）
の
ロ
ー
タ
リ
ー
で
宣
伝
を
実

施
。
音
出
し
宣
伝
で
の
訴
え
と
チ
ラ
シ

入
り
テ
ィ
ッ
シ
ュ
５
０
０
セ
ッ
ト
を
配

布
し
ま
し
た
。

駅
頭
宣
伝
の
後
は
、
越
谷
市
内
の
流

通
団
地
に
移
動
し
て
、
宣
伝
カ
ー
で
の

流
し
宣
伝
と
、
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
チ
ラ

シ
配
布
を
行
い
ま
し
た
。
最
後
に
、
東

部
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
線
・
獨
協
大
学
前
駅

に
隣
接
す
る
松
原
団
地
（
約
６
０
０
０

戸
）
の
な
か
に
２
８
０
０
枚
の
チ
ラ
シ

を
配
布
し
ま
し
た
。

（
建
交
労
発
）

５
月
１
日
（
水
）
に
、
第
95
回
埼
玉

県
中
央
メ
ー
デ
ー
が
北
浦
和
公
園
で
開

催
さ
れ
、
前
夜
祭
な
ど
も
含
め
県
内
各

地
で
地
域
メ
ー
デ
ー
が
行
わ
れ
ま
し

た
。メ

ー
デ
ー
の
起
源
は
、
１
８
８
６
年

（
明
治
19
年
）
５
月
１
日
、
ア
メ
リ
カ

各
地
で
８
時
間
労
働
制
を
求
め
35
万
人

が
ス
ト
ラ
イ
キ
に
立
ち
上
が
っ
た
こ
と

に
起
因
し
て
い
ま
す
。
12
時
間
か
ら
14

時
間
労
働
が
当
た
り
前
だ
っ
た
当
時
、

「
８
時
間
は
働
き
、
８
時
間
は
休
み
、

８
時
間
は
自
由
な
時
間
」
で
暮
ら
す
こ

と
が
働
く
者
の
大
き
な
要
求
で
し
た
。

１
８
９
０
年
５
月
１
日
、
再
度
ゼ
ネ
ラ

ル
ス
ト
ラ
イ
キ
を
構
え
た
ア
メ
リ
カ
の

労
働
者
の
た
た
か
い
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各

地
の
労
働
者
が
応
え
、
世
界
的
な
労
働

者
の
祭
典
と
し
て
の
メ
ー
デ
ー
が
誕
生

し
ま
し
た
。

日
本
で
は
「
８
時
間
労
働
時
間
制
実

現
」
や
「
失
業
防
止
」
な
ど
の
要
求
を

掲
げ
、
１
９
２
０
年
（
大
正
９
年
）
５

月
２
日
に
東
京
・
上
野
公
園
で
初
め
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
メ
ー
デ

ー
は
全
国
各
地
に
広
が
り
ま
し
た
が
、

二
・
二
六
事
件
が
起
き
た
１
９
３
６
年

の
メ
ー
デ
ー
は
禁
止
さ
れ
、
１
９
４
５

年
の
敗
戦
ま
で
開
催
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。戦

後
最
初
の
メ
ー
デ
ー
は
敗
戦
翌
年

の
１
９
４
６
年
。
敗
戦
の
混
乱
で
食
料

不
足
が
深
刻
な
折
、
「
食
料
の
人
民
管

理
、
働
け
る
だ
け
食
わ
せ
ろ
」
な
ど
が

掲
げ
ら
れ
、
戦
後
メ
ー
デ
ー
の
歴
史
は

平
和
と
民
主
主
義
を
守
る
歩
に
も
な
り

ま
し
た
。

１
９
６
０
年
代
半
ば
に
は
「
ベ
ト
ナ

ム
反
戦
」
、
物
価
高
騰
か
ら
の
生
活
擁

護
が
掲
げ
ら
れ
、
、
１
９
７
０
年
以
降

の
、
春
闘
で
の
１
万
円
超
え
の
大
幅
賃

上
げ
、
１
９
８
０
年
代
以
降
に
は
、
核

兵
器
廃
絶
や
所
得
税
減
税
、
労
働
法
制

の
改
悪
阻
止
、
格
差
是
正
と
貧
困
の
解

消
な
ど
、
そ
の
時
々
の
課
題
や
政
策
要

求
が
掲
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
メ
ー
デ
ー
で
も
、
物
価
高
騰

に
苦
し
む
労
働
者
・
国
民
の
生
活
改
善

と
平
和
で
格
差
の
無
い
社
会
の
実
現
を

求
め
て
、
メ
ー
デ
ー
に
参
加
し
た
仲
間

ア
ピ
ー
ル
し
、
労
働
者
の
祭
典
を
成
功

さ
せ
ま
し
た
。

（
第
95
回
埼
玉
県
中
央
メ
ー
デ
ー
の
詳

細
は
次
号
掲
載
）

埼玉県中央メーデー
当日、会場・デモコース周辺のみなさまにはお騒がせしますが、ご理解・ご協力をお願いします。

主催●第９５回埼玉県中央メーデー実行委員会　さいたま市浦和区高砂３－１０－１１ 第一木村ビル２Ｆ 埼労連内

働くものの団結で生活と権利を守り、
平和と民主主義、中立の日本をめざそう デコレーション

コンテスト

あります！

第95回

お楽しみ
抽選会2024年5月1日● 北浦和公園水 9:30

▲ 文化行事 10:00

▲ 式典

南越谷駅ロータリーで訴え

第
95
回
埼
玉
県
中
央
メ
ー
デ
ー

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
窮
状
を
訴
え

建
交
労
ト
ラ
ッ
ク
部
会
が
宣
伝

2024年5月1日 埼 労 連 （2）第575号



鴻
北
労
連

鴻
北
労
連
は
４
月
17
日
（
水
）
の
夕

方
、
北
本
駅
で
「
物
価
高
騰
か
ら
仕
事

と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
、
大
幅
な
賃

上
げ
と
処
遇
改
善
を
」
と
の
宣
伝
行
動

を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
「
建
築
技
能
者
の
低
賃
金

と
長
時
間
労
働
で
建
設
職
人
が
年
々
減

っ
て
き
て
い
る
実
態
を
知
っ
て
ほ
し

い
、
安
心
で
き
る
住
環
境
・
未
来
あ
る

建
設
業
へ
改
善
さ
せ
よ
う
」
と
訴
え
る

宣
伝
行
動
で
、
４
団
体
18
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

ま
た
、
「
全
国
一
律
最
賃
制
を
つ
く

り
、
時
給
１
５
０
０
円
に
」
、
「
仕
事

で
お
困
の
と
き
は
埼
労
連
・
鴻
北
労
連

の
労
働
相
談
に
」
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。小

雨
で
帰
路
を
急
ぐ
人
々
も
チ
ラ
シ

・
テ
ィ
シ
ュ
に
手
を
伸
ば
し
て
受
け
取

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

（
鴻
北
労
連
発
）

北
足
立
南
部
地
区
労

北
足
立
南
部
地
区
労
は
、
４
月
17
日

（
水
）
の
午
後
５
時
30
分
か
ら
北
朝
霞

駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
で
、
メ
ー
デ
ー
参
加

呼
び
込
み
宣
伝
と
最
低
賃
金
宣
伝
を
行

い
ま
し
た
。

当
日
は
、
朝
志
和
土
建
４
人
、
新
座

土
建
３
人
、
年
金
者
朝
霞
１
人
、
年
金

者
新
座
１
人
、
新

座
市
職
１
人
、
Ｓ

Ｕ
あ
さ
か
地
域
支

部
１
人
、
地
区
労

１
人
の
７
団
体
12

人
が
参
加
し
て
３

０
０
個
の
チ
ラ
シ

付
き
テ
ィ
シ
ュ
配

布
と
、
「
最
低
賃

金
を
１
５
０
０
円

                   2024 年 4 月発行

                            鴻巣北本地域労働組合連合会幹事会

                           北本市石戸 1-217-2 埼玉土建中部

職場と地域をむすび、大幅賃上げを！

北本駅で大幅賃上げの宣伝行動を実施！
4 月 17 日（水）夕方、鴻北労連は北本駅で「物価高騰から仕事と暮らしを守るために、大

幅な賃上げと処遇改善を」との宣伝行動を行い

ました。今回は、「建築技能者の低賃金と長時間

労働で建設職人が年々減ってきている実態

を知ってほしい、安心できる住環境・未来あ

る建設業へ改善させよう」と訴えた宣伝行動

には、4 団体 18 人が参加しました。また、合

わせて、「全国一律最賃制をつくり、時給 1,500

円に」、「仕事でお困のときは埼労連・鴻北労連

の労働相談に」と呼びかけました。小雨で帰路

を急ぐ人々もチラシ・ティシュに手を伸ばして

受け取ってくれました。 

ＳＵ中部支部が森林浴で交流！ 

3月31日（日）埼玉ユニオン（ＳＵ）中部

支部は、「春のお出かけミニツアー」とし

て北本自然観察公園に行きました。桜はま

だ咲いていないのに気温は初夏！芽吹き始

めた雑木林にウグイスのさえずりが響く

中、池沼をめぐり、「マイナスイオン浴び

てるよ！きっとセロトニンが出るよ！」な

どとはしゃぎながら散策を楽しみ、山桜が

ほころぶ傍らの藤棚下で、さあお弁当！―

〝買い出し班″チョイスの惣菜がとてもおいしかったです。遠方からのゲスト2人が、職場

の理不尽への怒りと頑張る思いを話してくれました。会社とのたたかいはたいへん…でも

仲間がいるいから…。職場や地域で仲間づくりを！という思いが強まる交流でした。（ｋＳ

記） 

鴻北労連    ニュース

以
上
に
」
と
訴
え
る
埼
玉
労
働
局
宛
て

の
署
名
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。宣

伝
で
は
、
参
加
者
が
恒
例
の
赤
い

最
賃
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て
行
い
、
最
低
賃

金
の
署
名
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
た
と

こ
ろ
、
若
い
人
が
「
全
労
連
で
す
か
、

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
署
名
に
協

力
し
て
く
れ
ま
し
た
。

メ
ー
デ
ー
の
事
前
宣
伝
も
兼
ね
て
お

こ
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
松
本
議
長
が
、

５
月
１
日
朝
霞
中
央
公
園
開
催
の
メ
ー

デ
ー
へ
の
参
加
と
最
低
賃
金
を
１
５
０

０
円
以
上
に
と
訴
え
ま
し
た
。

宣
伝
行
動
は
テ
ィ
シ
ュ
の
受
け
取
り

も
よ
く
30
分
程
度
で
配
布
し
き
り
署
名

も
６
筆
集
ま
り
終
了
し
ま
し
た
。

（
北
足
立
南
部
地
区
労
発
）

昨
年
、
熊
谷
市
は
現
存
の
市
立
体
育

館
の
建
て
替
え
案
を
公
表
、
観
客
席
３

５
０
０
、
総
工
費
１
０
０
億
円
の
巨
大

体
育
館
で
し
た
。
現
在
の
、
老
朽
化
し

空
調
も
な
い
体
育
館
の
建
て
替
え
は
多

く
の
市
民
の
要
望
で
す
が
、
し
か
し
そ

ん
な
大
型
体
育
館
は
望
ん
で
は
い
ま
せ

ん
。
年
間
維
持
費
１
億
円
、
市
民
の
憩

い
の
荒
川
公
園
の
半
分
が
体
育
館
で
塞

が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

静
か
な
環
境
の
維
持
を
望
む
近
隣
市

民
と
、
地
域
労
連
も
加
盟
す
る
「
公
共

施
設
統
廃
合
を
考
え
る
会
」
で
、
複
数

の
議
員
の
協
力
も
得
て
、
大
型
体
育
館

建
設
見
直
し
の
請
願
を
議
会
に
提
出
、

12
月
議
会
冒
頭
の
本
会
議
で
の
採
決
で

請
願
賛
成
19
、
反
対
９
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
請
願
採
択
の
た
め
に
文

言
は
か
な
り
抑
え
た
も
の
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
２
月
中
間
報
告
会
を
実
施
、

請
願
反
対
に
票
を
投
じ
た
議
員
も
含

め
、
10
人
の
議
員
に
市
民
40
人
が
参
加

し
て
集
い
を
開
催
、
こ
こ
ま
で
の
経
過

を
振
り
返
り
、
今
後
も
署
名
活
動
や
駅

頭
も
含
め
た
宣
伝
行
動
を
続
け
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

こ
の
運
動
を
通
じ
て
の
成
果
は
、
今

ま
で
地
域
労
連
と
は
ほ
と
ん
ど
接
点
の

な
か
っ
た
市
民
と
連
帯
で
き
た
こ
と
で

す
。
子
ど
も
が
安
心
し
て
遊
べ
る
公
園

を
残
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
求
が
大
き

な
う
ね
り
と
な
っ
て
市
政
を
動
か
し
つ

つ
あ
る
事
実
に
し
っ
か
り
寄
り
添
っ
て

い
き
ま
す
。

（
熊
谷
地
域
労
連
発
）

寄
稿
の
お
願
い

埼
労
連
で
は
、
各
組
織
の
春
闘
活
動

や
行
事
の
記
事
と
写
真
を
随
時
募
集
し

て
い
ま
す
。

と
り
く
み
の
全
体
像
が
見
え
る
写
真

と
、
６
０
０
文
字
程
度
の
記
事
を
埼
労

連
ま
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

埼
労
連
新
聞
や
、
推
進
ニ
ュ
ー
ス
で

紹
介
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
詳
し
い
内

容
は
、
機
関
誌
担
当
（
加
藤
）
ま
で
。

組
合
行
事
・
青
年
行
事
・
学
習
会
な

ど
、
気
軽
に
寄
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

※
寄
稿
時
期
に
よ
っ
て
、
紹
介
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

署名に協力してくれる人も（北朝霞）

１
５
０
０
円
以
上
の
実
現
を
訴
え

各
地
域
で
最
賃
・
メ
ー
デ
ー
宣
伝

市
民
と
共
同
で
大
型
開
発
見
直
し
求
め
る
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う
た
ご
え
協
議
会
の
人
達
が
ト
ー
ク

の
合
間
に
「
最
賃
音
頭
」
を
熱
唱
す
る

と
道
行
人
た
ち
か
ら
の
注
目
度
も
高
い

宣
伝
に
な
り
ま
し
た
。

４
月
10
日
（
水
）
の
午
後
７
時
か
ら

完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
た
最
低
生

計
費
調
査
ス
タ
ー
ト
集
会
を
行
い
、
13

単
産
・
14
地
域
の
ほ
か
、
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
や
埼
労
連
事
務
局
か
ら
70
人
以
上
が

視
聴
し
ま
し
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
の
後
、
前
回
も
生

計
費
調
査
の
監
修
を
お
願
い
し
て
い
る

中
澤
秀
一
さ
ん
（
静
岡
県
立
大
学
短
期

大
学
部
准
教
授
）
か
ら
「
い
ま
生
計
費

調
査
に
と
り
く
む
意
義
に
つ
い
て
」
と

題
し
た
講
演
を
受
け
、
続
け
て
埼
労
連

・
加
藤
幹
事
か
ら
「
人
間
ら
し
い
暮
ら

し
を
実
現
す
る
た
め
に
〜
最
低
生
計
費

調
査
の
実
践
〜
」
と
し
て
行
動
提
起
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。

講
演
と
提
案
を
受
け
て
の
30
分
間
の

質
疑
で
は
、
「
若
年
層
の
集
約
が
強
調

さ
れ
て
い
る
が
、
60
代
以
上
は
対
応
し

な
く
て
い
い
の
か
」
、
「
世
帯
の
考
え

方
と
し
て
、
二
世
帯
は
ど
う
な
る

か
」
、
「
ペ
ッ
ト
は
（
持
ち
物
と
し

て
）
入
ら
な
く
て
い
い
の
か
」
な
ど
、

記
載
に
つ
い
て
の
率
直
な
質
問
や
、

「
『
最
低
生
計
費
』
や
、
『
普
通
の
暮

ら
し
』
を
組
合
員
に
一
言
で
説
明
す
る

に
は
何
と
い
え
ば
い
い
か
」
、
「
目
的

の
意
義
５
つ
の
中
の
『
賃
金
と
社
会
保

障
の
関
係
』
に
つ
い
て
、
詳
し
く
聞
き

た
い
」
な
ど
、
役
員
自
身
が
理
解
を
深

め
る
た
め
の
質
問
が
出
さ
れ
た
。

中
澤
さ
ん
は
、
「
調
査
を
す
る
こ
と

が
目
的
で
は
な
く
、
結
果
を
ど
う
生
か

し
、
活
用
す
る
か
が
大
事
で
あ
り
、
調

査
の
流
れ
の
な
か
で
、
組
織
の
力
が
強

化
さ
れ
て
い
く
」
と
強
調
し
、
参
加
者

の
中
で
最
低
生
計
費
調
査
に
と
り
く
む

意
義
に
つ
い
て
、
一
定
の
理
解
が
広
が

っ
た
集
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
「
最
低
生
計
費
調
査
に
取
り
組
む
意

義
」
に
つ
い
て
の
詳
細
は
ニ
ュ
ー
ス
で

掲
載
し
て
い
き
ま
す
）

４
月
13
日
（
土
）
、
埼
労
連
と
し
て

毎
月
行
っ
て
い
る
最
賃
公
契
約
適
正
化

委
員
会
と
労
働
法
制
連
絡
会
の
宣
伝
を

最
賃
ビ
ッ
グ
ア
ク
シ
ョ
ン
行
動
に
位
置

づ
け
、
12
時
30
分
〜
13
時
30
分
半
ま
で

浦
和
駅
東
口
で
署
名
宣
伝
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。
こ
の
宣
伝
は
、
埼
労
連
幹
事

会
後
に
お
こ
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
幹

事
会
役
員
を
中
心
に
新
婦
人
や
う
た
ご

え
協
議
会
の
仲
間
な
ど
51
人
が
参
加
。

日
本
共
産
党
か
ら
も
激
励
の
ス
ピ
ー
チ

が
あ
り
ま
し
た
。

リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
埼
労
連
議
長

を
筆
頭
に
生
協
労
連
・
医
労
連
・
自
治

労
連
・
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
・
埼
教
組
・
埼
玉

土
建
・
建
交
労
・
自
治
労
連
・
全
国
一

般
・
青
年
部
・
女
性
部
・
埼
高
教
の
仲

間
が
順
番
に
ス
ピ
ー
チ
。
人
手
不
足
の

中
、
職
場
が
疲
弊
し
て
い
る
実
態
や
ケ

ア
労
働
者
の
低
賃
金
な
ど
切
実
な
実
態

が
次
々
と
話
さ
れ
、
足
を
止
め
て
聞
き

入
る
人
も
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
ビ
ラ
配
布
の
ほ
か
、
シ
ー

ル
投
票
の
呼
び
か
け
や
「
最
低
賃
金
を

全
国
一
律
に
。
今
す
ぐ
１
５
０
０
円
以

上
に
引
き
上
げ
を
」
と
し
た
署
名
に
も

と
り
く
み
ま
し
た
。

シ
ー
ル
投
票
で
は
、
「
最
低
賃
金

時
給
１
５
０
０
円
は
安
い
？
高
い
？
」

「
最
低
賃
金

時
給
で
ど
れ
だ
け
必
要

？
」
の
２
つ
の
テ
ー
マ
で
と
り
く
み
、

時
給
は
２
０
０
０
円
以
上
必
要
と
い
う

回
答
が
圧
倒
的
な
中
、
賛
同
し
た
方
か

ら
の
署
名
は
24
筆
が
集
ま
り
ま
し
た
。

2024 年 4月 11 日（木）                               第 2号

最賃署名・生計費調査とりくみ推進ニュース          

発行：埼労連最賃公契約適正化委員会 電話 048-838-0771

スタート集会に１３単産・１４地域から 70 人超える参加！ 

4 月 10 日（水）午後 7 時から完全オンラ

インで開催した集会には、13 単産・14 地

域のほか、アドバイザーや埼労連事務局か

ら 70 人以上が視聴した。

主催者あいさつ後、生計費調査の監修を

お願いしている中澤秀一さん（静岡県立大

学短期大学部准教授）から「いま生計費調

査にとりくむ意義について」と題した講演

を受けたのち、埼労連・加藤幹事から「人

間らしい暮らしを実現するために～最低生

計費調査の実践～」として行動提起をおこなった。30 分間の質疑では、「若年層の集約が強調され

ているが、60 代以上は対応しなくていいのか」、「世帯の考え方として、二世帯はどうなるか」、「ペ

ットは（持ち物として）入らなくていいのか」など、記載についての率直な質問や、「『最低生計費』

や、『普通の暮らし』を組合員に一言で説明するには何といえばいいか」、「目的の意義 5 つの中の

『賃金と社会保障の関係』について、詳しく聞きたい」など、役員自身が理解を深めるための質問

が出された。中澤さんからは、「調査をすることが目的ではなく、結果をどう生かし、活用するか

が大事であり、調査の流れのなかで、組織の力が強化されていく」と強調された。参加者には、最

低生計費調査にとりくむ意義について、一定の理解が広がった集会となった。（「最低生計費調査に

取り組む意義」についての詳細は次号にて掲載予定）

生計費調査の記載について 質疑から 
＊60代以上は調査対象じゃないのか？ 

→ すべての世帯が対象。静岡では、高齢者の調査票から最低保障年金の運動に活用できる試算結果

が出せた。埼玉でもたくさん集まれば、そうした結果を出すことができる。 

＊世帯の考え方はどうすればいいか？ 

→ 調査票に取り組む人が判断してもらいたい。例えば 2 世帯で住んでいたとしても、夫婦と子ども

のみで「持ち物財」を回答できるのであれば、そのように記載（夫婦と子ども世帯の回答）をして

くれれば分析の段階で判断する（この場合の家賃やローン額などは試算への影響はほとんどない）。 

＊ペットは持ち物財に入らなくていいか？ 

→ 全体として 7割以上の個人（世帯）が持っているものが調査の対象となるが、ペットを持つ人が 7

割を超えていないため、最初から数える項目に入れていない。 

みなさんのところで出された質問・疑問をどんどん寄せてください。

わからないまま空欄などにせず、一歩進めるためのご協力をよろしくお願いします（事務局）

2024 年 4月 15 日（月）                               第 3号

最賃署名・生計費調査とりくみ推進ニュース          

発行：埼労連最賃公契約適正化委員会 電話 048-838-0771

最賃ビッグアクション宣伝は 51 人が浦和駅で元気にアピール！ 

4 月 13 日（土）、埼労連として毎月行っている最賃公契約適正化委員会と労働法制連絡会の宣伝

を最賃ビッグアクション行動に位置づけ、12 時半～13 時半まで浦和駅東口で署名宣伝をおこない

ました。この宣伝は、埼労連幹事会後におこなったこともあり、幹事会役員を中心に新婦人やうた

ごえ協議会の仲間など 51 人が参加。日本共産党からも激励のスピーチがありました。

リレートークは一人 3 分とし、埼労連議長を筆頭に生協労連・医労連・自治労連・JMITU・埼

教組・埼玉土建・建交労・自治労連・全国一般・青年部・女性部・埼高教と順にスピーチ。人手不

足の中、職場が疲弊している実態やケア労働者の低賃金など切実な実態が次々と話され、足を止め

て聞き入る人もいました。

参加者はビラ配布のほか、シール投票や「最低賃金を

全国一律に。今すぐ 1500 円以上に引き上げを」とした署

名にもとりくみました。シール投票では、「最低賃金 時

給 1500 円は安い？高い？」「最低賃金 時給でどれだけ必

要？」の 2 つのテーマでとりくみ、時給は 2000 円以上必

要という回答が圧倒的な中、賛同した方からの署名は 24
筆が集まりました。うたごえの方々がトークの合間に「サ

イチン音頭」を熱唱すると道行人たちからの注目度も高

い宣伝になりました。

みなさんのところの最賃運動や生計費調査に関わるとりくみをどんどん寄せてください。

署
名
や
シ
ー
ル
投
票

最賃音頭で訴え仲間がリレースピーチ

４
・
10
最
低
生
計
費
調
査
ス
タ
ー
ト
集
会

浦
和
駅
で
の
４
・
13
最
賃
宣
伝

最
賃
ビ
ッ
グ
ア
ク
シ
ョ
ン
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埼
労
連
が
２
年
ぶ
り
と
な
る
地
域
運

動
交
流
会
を
４
月
６
日
（
土
）
午
前
10

時
か
ら
埼
玉
会
館
会
議
室
で
開
催
し
ま

し
た
。
19
地
域
組
織
28
人
の
ほ
か
、
埼

労
連
組
織
拡
大
推
進
委
員
会
、
埼
玉
土

建
、
年
金
者
組
合
な
ど
か
ら
全
体
で
48

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

午
前
中
は
埼
玉
土
建
次
世
代
対
策
部

担
当
・
朝
野
明
憲
さ
ん
か
ら
「
埼
玉
土

建
の
次
世
代
対
策
部
づ
く
り
と
そ
の
後

の
活
動
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
て
も
ら

い
、
３
つ
の
地
域
組
織
か
ら
の
事
例
報

告
（
さ
い
た
ま
地
区
労
、
飯
能
日
高
地

労
連
、
草
加
八
潮
地
区
労
）
と
宍
戸
事

務
局
長
の
問
題
提
起
を
受
け
ま
し
た
。

午
後
は
６
分
散
会
に
分
か
れ
討
論
。

地
域
組
織
で
次
世
代
部
づ
く
り
は
ど
う

し
た
ら
で
き
る
か
、
「
そ
こ
ま
で
手
が

回
ら
な
い
」
と
い
う
現
状
を
ど
う
克
服

し
て
い
く
か
に
つ
い
て
、
突
っ
込
ん
だ

意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。
当
面
の
取
り

組
み
と
し
て
、
最
低
生
計
費
調
査
を
地

域
組
織
と
し
て
も
積
極
的
に
行
い
、
次

世
代
の
仲
間
に
協
力
し
て
も
ら
う
こ
と

な
ど
も
意
見
交
換
で
き
ま
し
た
。

感
想
文
の
「
組
織
で
検
討
し
た
い
こ

と
」
で
は
、
自
身
の
組
織
の
な
か
で
、

次
世
代
層
を
ど
う
結
集
し
て
も
ら
う
か

の
具
体
化
を
図
り
た
い
と
い
う
意
見
が

多
く
、
今
回
の
地
域
運
動
交
流
会
が
次

の
ス
テ
ッ
プ
へ
の
足
が
か
り
を
築
く
き

っ
か
け
を
つ
か
む
交
流
の
場
に
な
り
ま

し
た
。

分
散
会
の
討
論
の
詳
細
は
、
春
闘
活

動
レ
ポ
ー
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

埼
高
教
は
４
月
２
日
（
火
）
の
朝
、

快
晴
に
恵
ま
れ
た
な
か
、
毎
年
恒
例
と

な
っ
て
い
る
教
員
の
新
任
式
会
場
前
で

の
宣
伝
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
18
人
の
組
合
員
が
集
ま
り
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
見
や
す
く
な
っ
た

教
職
員
権
利
一
覧
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
資

料
の
表
紙
に
し
て
配
り
ま
し
た
。

資
料
を
配
布
し
て
い
る
と
「
そ
の
パ

ン
フ
、
学
校
で
も
ら
い
ま
し
た
！
」
と

い
う
嬉
し
い
反
応
が
返
っ
て
き
ま
し

た
。
す
で
に
各
学
校
職
場
で
新
転
任
者

歓
迎
グ
ッ
ズ
と
し
て
配
布
さ
れ
て
い
た

の
で
す
。
埼
高
教
運
動
の
基
盤
で
あ
る

各
学
校
の
分
会
が
し
っ
か
り
と
活
動
し

て
い
る
姿
が
見
え
、
今
年
も
旺
盛
に
組

合
活
動
が
進
め
ら
れ
る
予
感
で
す
。

宣
伝
前
の
４
月
１
日
か
ら
、
組
合
へ

の
加
入
の
申
し
込
み
が
続
々
と
届
い
て

い
ま
す
。
新
し
い
職
場
で
困
っ
た
と

き
、
埼
高
教
を
頼
り
に
し
て
く
れ
る
人

が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
ま
た
、
若
い
教

職
員
を
中
心
に
、
「
学
び
た
い
！
仲
間

と
つ
な
が
り
た
い
！
」
と
い
う
理
由
で

組
合
加
入
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
仲
間
を
増
や
し
組
合
運

動
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

（
埼
高
教
発
）

各
地
域
か
ら
48
人
参
加

新
任
者
に
リ
ー
フ
配
布

朝野さんの講演

草加八潮地区労 飯能日高地労連 さいたま地区労

18人の仲間が参加

埼
高
教
が
新
任
式
宣
伝

次
世
代
の
結
集
を
テ
ー
マ
に
２
年
ぶ
り
の
開
催

埼
労
連
地
域
運
動
交
流
集
会
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コ
ー
プ
ネ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
労
働
組
合

で
は
、
新
卒
採
用
の
職
員
に
対
し
、
毎

年
４
月
に
労
働
組
合
の
説
明
と
同
期
ど

う
し
の
交
流
会
へ
の
参
加
を
案
内
し
て

い
ま
す
。

４
月
16
日
に
、
宅
配
の
配
送
を
受
託

し
て
い
る
「
ト
ラ
ス
ト
シ
ッ
プ
」
に
入

社
し
た
５
人
へ
の
説
明
会
を
開
催
。
18

日
に
は
コ
ー
プ
み
ら
い
に
入
職
し
た
90

人
、
生
産
事
業
を
担
う
「
コ
ー
プ
デ
リ

フ
ー
ズ
」
に
入
社
し
た
２
人
、
物
流
事

業
を
担
う
「
協
栄
流
通
」
に
入
社
し
た

４
人
へ
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

コ
ー
プ
み
ら
い
の
よ
う
な
90
人
対
象

の
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
説
明
会
で
は
難

し
い
で
す
が
、
対
象
が
少
人
数
で
、
対

面
で
開
催
し
た
グ
ル
ー
プ
会
社
で
の
説

明
会
で
は
、
「
今
ま
で
生
き
て
き
た
中

で
最
も
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
？
」
を
テ

ー
マ
に
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
を
や
っ
て
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

ど
の
説
明
会
で
も
、

労
働
組
合
は
自
分
の
暮

ら
し
を
よ
り
良
く
し
て

い
く
た
め
に
、
自
分
一

人
で
は
で
き
な
い
こ
と

を
協
力
し
て
や
っ
て
い

く
た
め
に
あ
る
こ
と
を

説
明
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
労
働
組
合
の
主
人

公
は
一
人
ひ
と
り
の
労

組
員
で
あ
り
、
職
場
で

の
話
し
合
い
が
出
発
点

で
あ
る
こ
と
も
伝
え
て

い
ま
す
。

小人数の職場は対面で説明

思
い
を
プ
ラ
ス
タ
ー
で
訴
え

年
金
者
組
合
埼
玉
県
本
部
は
４
月
準

備
期
間
、
５
月
か
ら
６
月
ま
で
の
仲
間

増
や
し
月
間
が
始
ま
り
ま
し
た
。
県
本

部
で
は
、
昨
年
秋
の
月
間
に
続
き
「
①

今
の
岸
田
政
権
に
よ
る
高
齢
者
い
じ
め

に
は
だ
ま
っ
て
い
ら
れ
な
い
、
②
高
齢

者
の
要
求
を
実
現
す
る
た
め
に
は
大
き

な
声
が
必
要
、
③
大
勢
集
ま
れ
ば
楽
し

い
こ
と
が
た
く
さ
ん
で
き
る
、
④
高
齢

者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
場
が
広
が

る
、
⑤
増
や
さ
な
け
れ
ば
組
合
は
小
さ

く
な
っ
て
い
く
の
が
年
金
者
組
合
の
宿

命
、
⑥
財
政
が
豊
か
に
な
れ
ば
、
諸
活

動
が
よ
り
豊
か
に
な
る
」
を
確
認
し
て

い
ま
す
。

春
の
月
間
に
つ
い
て
は
、
①
拡
大
数

を
３
０
０
人
以
上
と
す
る
、
②
昨
年
の

第
35
回
定
期
大
会
時
（
９
４
２
８
人
）

を
突
破
し
、
第
34
回
大
会
時
（
９
５
６

８
人
）
に
近
づ
け
る
、
③
す
べ
て
の
支

部
で
成
果
を
あ
げ
る
、
④
目
標
達
成
支

部
20
支
部
以
上
を
め
ざ
す
、
⑤
中
央
本

部
の
新
聞
、
共
済
に
つ
い
て
も
支
部
目

標
を
設
定
す
る
、
⑥
支
部
自
主
目
標
設

定
の
際
の
考
慮
事
項
と
し
て
、
高
齢
者

人
口
比
１
％
達
成
を
め
ざ
す
、
す
べ
て

の
支
部
で
２
月
末
現
勢
の
５
％
増
を
め

ざ
す
、
最
高
時
よ
り
現
勢
を
減
ら
し
て

い
る
支
部
は
最
高
時
に
到
達
す
る
目
標

を
設
定
す
る
、
３
年
後
、
５
年
後
の
展

望
を
見
据
え
て
の
目
標
設
定
、
な
ど
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

県
本
部
は
月
間
成
功
へ
向
け
て
、
４

月
に
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の
決
起
集
会
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
５
月
６
日
（
月
・

祝
）
に
は
月
間
促
進
の
た
め
、
全
県
支

部
長
・
書
記
長
会
議
を
開
催
し
て
奮
闘

し
よ
う
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

埼
労
連
や
加
盟
組
合
・
民
主
団
体
も

参
加
し
て
い
る
「
野
党
共
闘
を
す
す
め

る
埼
玉
女
性
の
市
民
連
合
」
が
４
月
19

日
（
金
）
の
午
前
11
時
か
ら
、
「
戦
争

国
家
へ
突
き
進
む
こ
と
は
ゆ
る
さ
な

い
」
と
、
浦
和
駅
東
口
で
宣
伝
行
動
を

実
施
し
ま
し
た
。

女
性
の
市
民
連
合
は
、
毎
月
定
例
で

宣
伝
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
国
会
で

防
衛
費
の
増
額
や
次
期
の
戦
闘
機
の
海

外
輸
出
な
ど
を
強
行
し
て
い
る
岸
田
政

経
緯
に
対
し
て
の
抗
議
の
訴
え
と
と
も

に
、
参
加
者
の
お
思
い
や
怒
り
を
、
プ

ラ
ス
タ
ー
な
ど
に
込
め
て
の
ス
タ
ン
デ

ィ
ン
グ
宣
伝
と
な
り
ま
し
た
。

宣
伝
に
は
埼
玉
土
建
主
婦
の
会
か
ら

も
大
勢
駆
け
付
け
、
全
体
で
33
人
の
参

加
で
駅
の
利
用
者
な
ど
に
ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
た
。

埼
労
連
か
ら
は
、
渋
谷
幹
事
と
船
橋

幹
事
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

女
性
の
市
民
連
合
が
共
闘
訴
え

６
つ
の
目
標
め
ざ
し
仲
間
ふ
や
し

年
金
者
組
合

新
卒
採
用
者
に
組
合
説
明
会

コ
ー
プ
ネ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
労
働
組
合
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24
春
闘
の
全
国
の
状
況
は
、
４
月
４

日
の
第
４
回
目
の
賃
上
げ
集
計
で
、
21

単
産
・
部
会
か
ら
報
告
が
寄
せ
ら
れ
、

回
答
引
出
し
組
合
は
、
前
回
調
査
（
３

月
28
日
：
６
７
０
組
合
）
か
ら
１
２
４

組
合
増
え
、
７
９
４
組
合
と
な
っ
て
い

ま
す
。

回
答
引
出
し
組
合
の
う
ち
、
金
額
も

し
く
は
率
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
有

額
回
答
は
４
７
３
組
合
で
、
前
年
同
期

（
２
０
２
３
年
４
月
６
日
現
在
）
を
下

回
っ
て
い
ま
す
。

有
額
回
答
を
得
た
組
合
で
の
単
純
平

均
（
一
組
合
あ
た
り
の
平
均
）
は
７
８

５
３
円
・
２
・
92
％
と
な
り
ま
し
た
。

前
回
調
査
か
ら
０
・
05
ポ
イ
ン
ト
増

と
な
り
、
前
年
同
期
（
２
０
２
３
年
４

月
６
日
：
６
３
６
８
円
・
２
・
38
％
）

を
１
４
８
５
円
・
０
・
54
ポ
イ
ン
ト
上

回
っ
て
い
ま
す
。

前
年
実
績
と
金
額
で
比
較
可
能
な
３

９
５
組
合
の
単
純
平
均
額
を
見
る
と
、

今
期
は
８
０
５
６
円
で
前
年
実
績
６
８

７
５
円
を
１
１
８
１
円
上
回
っ
て
い
ま

す
。１

万
円
以
上
の
５
桁
回
答
を
勝
ち
取

っ
た
組
合
は
前
回
調
査
（
１
０
７
組

合
）
か
ら
19
組
合
増
え
、
前
年
同
期

（
81
組
合
）
を
45
組
合
上
回
る
１
２
６

組
合
と
な
り
ま
し
た
。

非
正
規
雇
用
労
働
者
の
要
求
実
現
を

進
め
、
組
織
を
強
化
し
て
い
く
た
め
に

『
第
32
回
非
正
規
で
は
た
ら
く
な
か
ま

の
全
国
交
流
集
会in

佐
賀
』
が
、
６

月
１
日
（
土
）
２
日
（
日
）
の
２
日
間

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
開
催
場
所
の
関
係

で
今
年
も
現
地
参
加
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の

併
用
と
な
り
ま
す
。

ま
だ
組
合
を
知
ら
な
い
多
く
の
非
正

規
の
仲
間
に
も
声
を
か
け
、
一
緒
に
運

動
を
進
め
て
い
く
た
め
の
集
会
で
も
あ

り
ま
す
。
各
組
織
で
非
正
規
労
働
者
の

処
遇
改
善
・
組
織
化
、
労
働
法
制
改
悪

を
阻
止
す
る
と
り
く
み
の
強
化
が
図
ら

れ
て
い
ま
す
。
交
流
し
学
び
合
い
、
仲

間
を
増
や
し
て
い
く
た
め
に
、
積
極
的

な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

４
月
か
ら
「
最
低
生
計
費
調
査
」

の
と
り
く
み
を
始
め
て
い
ま
す
。

調
査
の
正
確
性
を
高
め
る
た
め
に

多
く
の
組
合
員
の
み
な
さ
ん
の
協
力

が
必
要
で
す
。
各
組
織
の
役
員
か
ら

協
力
の
呼
び
か
け
が
あ
っ
た
時
は
、

積
極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
今
後
と
り

く
み
の
到
達
や
寄
せ
ら
れ
た
質
問
の

特
徴
な
ど
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

調
査
に
関
す
る
疑
問
な
ど
が
あ
る
場

合
は
埼
労
連
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

調
査
票
の
回
収
は
６
月
末
ま
で
で

す
。
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

ま
だ
有
額
回
答
引
出
し
組
合
が
少
な

い
も
の
の
、
福
祉
保
育
労
の
保
育
職
場

で
１
０
７
６
７
円
、
９
４
７
５
円
の
回

答
を
引
き
出
す
な
ど
、
春
闘
後
半
戦
に

ヤ
マ
場
を
迎
え
る
産
業
で
も
高
水
準
の

回
答
を
引
き
出
し
て
お
り
、
４
月
１
日

か
ら
13
日
の
回
答
促
進
強
化
旬
間
も
起

点
に
し
た
た
た
か
い
が
各
職
場
で
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
非
正
規

雇
用
で
働
く
仲
間
の
賃
上
げ
状
況
は
、

９
単
産
１
４
２
組
合
か
ら
３
３
９
件
の

獲
得
報
告
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
う
ち
時
給
制
労
働
者
で
は
２
１
１
件

の
獲
得
と
な
り
、
引
き
上
げ
額
が
判
明

し
て
い
る
１
７
４
組
合
の
単
純
平
均
額

は
43
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
引
上
げ
率

で
は
26
件
平
均
で
４
・
21
％
で
前
年
実

績
（
31
・
５
円
・
２
・
93
％
）
を
額
で

11
・
５
円
、
率
で
１
・
28
％
上
回
る
回

答
を
引
き
出
し
て
い
ま
す
。

24
春
闘
は
、
ま
だ
続
き
ま
す
。
み
な

さ
ん
の
関
り
の
あ
る
職
場
で
の
奮
闘
を

励
ま
し
、
物
価
高
騰
に
負
け
な
い
大
幅

賃
上
げ
と
、
こ
れ
か
ら
本
格
的
に
始
ま

る
今
年
の
最
賃
闘
争
で
、
最
賃
の
大
幅

引
き
上
げ
と
全
国
一
律
最
賃
制
度
実
現

を
求
め
る
と
り
く
み
に
つ
な
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
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最賃ビッグアクション宣伝は 51 人が浦和駅で元気にアピール！ 

4 月 13 日（土）、埼労連として毎月行っている最賃公契約適正化委員会と労働法制連絡会の宣伝

を最賃ビッグアクション行動に位置づけ、12 時半～13 時半まで浦和駅東口で署名宣伝をおこない

ました。この宣伝は、埼労連幹事会後におこなったこともあり、幹事会役員を中心に新婦人やうた

ごえ協議会の仲間など 51 人が参加。日本共産党からも激励のスピーチがありました。

リレートークは一人 3 分とし、埼労連議長を筆頭に生協労連・医労連・自治労連・JMITU・埼

教組・埼玉土建・建交労・自治労連・全国一般・青年部・女性部・埼高教と順にスピーチ。人手不

足の中、職場が疲弊している実態やケア労働者の低賃金など切実な実態が次々と話され、足を止め

て聞き入る人もいました。

参加者はビラ配布のほか、シール投票や「最低賃金を

全国一律に。今すぐ 1500 円以上に引き上げを」とした署

名にもとりくみました。シール投票では、「最低賃金 時

給 1500 円は安い？高い？」「最低賃金 時給でどれだけ必

要？」の 2 つのテーマでとりくみ、時給は 2000 円以上必

要という回答が圧倒的な中、賛同した方からの署名は 24
筆が集まりました。うたごえの方々がトークの合間に「サ

イチン音頭」を熱唱すると道行人たちからの注目度も高

い宣伝になりました。

みなさんのところの最賃運動や生計費調査に関わるとりくみをどんどん寄せてください。

国民春闘共闘賃上げ第 回集計

＜回答状況＞

2024 年 2023 年同期

回答引き出し組合 794 777
うち 有額回答 473（59.6％） 498（64.1%）
うち 「定昇確保」など言葉による回答 321（40.4%） 279（35.9%）
うち 2次回答以上の回答 88（11.1%） 96（12.4%）
うち 妥結組合 191（24.1%） 233（30.0%）

＜要求と回答内容＞

集計方法&対象 2024 年要求 2024 年回答 2023 年同期 同期比

単純平均
額(円) 31,030 7,853 6,368 +1,485
率(％) 9.95 2.92 2.38 +0.54

加重平均

額(円) 7,312 5,919 +1,393
率(％) 2.40 2.07 +0.33
組合員数 50,486 61,615

＜前年実績との比較が可能な組合における金額・率の比較＞

組合数 前年実績以上 前年実績超 24 年回答 23 年実績 実績比

単純平

均

額（円） 395 273（69.1%） 239（60.5%） 8,056 6,875 +1,181

率(％) 256 157（61.3%） 146（57.0%） 2.93 2.56 +0.36

＜非正規の仲間の回答状況＞

時給制 月給制 再雇用・時給制 再雇用・月給制

単純平均

額（円）
43.0
（31.5）

4,982
(4,538)

40.2
(37.1)

5,923
(4,688)

率(％)
4.21

(2.93)
3.39

(2.61)
4.17

(2.93)
3.26

(2.54)

※額または率のみの報告があるため、双方は連動しません。

※言葉による回答は平均などの計算から除いています。

※非正規の仲間の回答状況のカッコ( )内は前年度最終集計の結果

単純平均 円・ 、加重 円

国民春闘共闘委員会
〒 東京都文京区湯島 全労連会館
☎

国民春闘共闘国民春闘共闘国民春闘共闘
年度 第 号
年 月 日

国民春闘共闘委員会（全労連、純中立労組懇、地方共闘などで構成）は 月 日、第 回

目の 春闘賃上げ集計を行いました。

最
低
生
計
費
調
査
推
進
コ
ー
ナ
ー

今
年
は
佐
賀
で
非
正
規
集
会
を
開
催

24
春
闘
・
全
国
の
賃
上
げ
状
況

（7） 第548号 埼 労 連 2022年２月１日



３
月
半
ば
か
ら
４
月
初
め
に
か
け
て

の
埼
労
連
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
は
、
Ｓ

Ｕ
な
ど
か
ら
提
供
さ
れ
た
日
本
そ
ば
・

う
ど
ん
、
ラ
ー
メ
ン
の
麺
類
と
レ
ト
ル

ト
カ
レ
ー
を
４
月
11
日
（
木
）
、
フ
ー

ド
バ
ン
ク
埼
玉
の
窓
口
・
埼
玉
労
福
協

に
第
98
便
と
し
て
届
け
ま
し
た
。

重
さ
は
３
・
５
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
り

ま
し
た
。

４
月
９
日
に
全
労
連
共
済
「
２
０
２

４
年
春
の
拡
大
月
間
ス
タ
ー
ト
集
会
」

が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
全
国
で
１

４
０
人
余
り
が
参
加
し
ま
し
た
。

強
調
さ
れ
た
の
は
、
①
組
織
共
済
の

加
入
で
組
合
員
が
個
人
共
済
を
利
用
で

き
る
条
件
を
得
る
こ
と
。
②
声
を
か
け

て
対
面
で
共
済
の
内
容
を
紹
介
す
る
こ

と
で
す
。
そ
し
て
具
体
的
な
内
容
で

は
、
例
え
ば
火
災
保
険
に
つ
い
て
民
間

保
険
料
掛
金
は
２
０
１
４
年
比
で
１
・

４
倍
以
上
に
な
っ
て
お
り
、
全
労
連
共

済
の
火
災
共
済
に
切
り
替
え
れ
ば
４
〜

６
割
の
掛
け
金
で
利
用
で
き
る
な
ど
の

メ
リ
ッ
ト
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
２
０

２
５
年
４
月
か
ら
自
然
災
害
特
約
制
度

が
始
ま
る
（
掛
金
２
倍
で
保
障
は
風
水

害
３
倍
、
地
震
２
倍
）
こ
と
か
ら
、
成

約
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
火
災
共
済
に

限
ら
ず
、
医
療
共
済
や
自
動
車
共
済
な

ど
、
ほ
ぼ
同
様
の
保
障
内
容
で
も
掛
金

に
は
大
き
な
差

が
あ
り
、
こ
れ

が
組
合
共
済
の

メ
リ
ッ
ト
で

す
。「知

っ
て
納

得
、
入
っ
て
節

約
！
」
「
生
活

に
安
心
と
ゆ
と

り
を
」
の
共
済

を
利
用
し
ま
し

ょ
う
！

全
労
連
共
済

は
、
新
し
い
リ

ー
フ
を
つ
く
り

ま
し
た
。
ま
ず

は
、
お
手
に
取
り
加
入
・
見
直
し
を
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
！

５
月
の
上
映
案
内

５
月
の
上
映
は
「
不
思
議
の
国
の
数

学
者
」
で
す
。

「
正
解
を
出
す
よ
り
答
え
を
導
く
過

程
が
大
切
」
脱
北
し
た
天
才
数
学
者
と

挫
折
寸
前
の
劣
等
生
が
、
数
学
を
通
し

て
人
生
を
見
つ
め
直

し
て
い
く
物
語
。
今

を
生
き
る
私
た
ち
に

共
感
と
希
望
、
励
ま

し
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

込
め
ら
れ
た
心
温
ま

る
感
動
作
で
す
。

日
時

５
月
28
日

（
火
）

場
所

埼
玉
会
館
小
ホ
ー
ル

①
10
時
30
分
〜

②
14
時
〜

③
18
時
30
分
〜

埼
労
共
専
用
当
日
精
算
券
を
ご
利
用

の
場
合
、
特
別
価
格
９
０
０
円
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

フードバンク第98便

フ
ー
ド
バ
ン
ク

第
98
便

全
労
連
共
済
が
春
の
拡
大
月
間
ス
タ
ー
ト
集
会
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埼労共
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